
ふれあい喫茶10周年の集い
グループわ ボランティア団体、一寸奉仕代表の

増金スミ子さん(福11)が、神戸市西区上新池の自

宅を開放して月に2回、ふれあい喫茶を始めて、今

年で10年。これを機に6月12日(日)昼、10周年の集

いを自宅で開催、近所のお年寄りら50人がかけつ

けました。<わ>

楽遊クラブ銀雅

代表の阿部和子

さん(福11)とSC

クラブ大正琴代

表の前田仁子さ

ん(福11)は同級

生のよしみで設立当初からサポートしているそう

です。増金さんらは、前日夕方から料理を仕込み、

12日は朝早くから料理作り。テーブルにはトリか

ら揚げ、サラダ、肉じゃが、野菜天ぷらなどがぎっ

しり。食事の合間にはマジッククラブの南形公子

さん(福13)の演技、前田さんら3人の大正琴と阿部

さんら3人の銭太鼓の演奏がありました。阿部さん

らはオカリナも演奏。みなさん、懐メロを歌って

大変、盛り上がりました。 （広報 永野知己)

熊本地震支援募金額39万円

グループわ は、4月14日、熊本で発生した震度

７の地震で被災された方を支援するために、義援

金を募っていましたが、6月30日現在で53件、39万

円が集まり、深く感謝申し上げます。このお金は

神戸市社協などを通じて現地に贈りました。

またカレッジ現役学生のボランティアセンター

も5月末までに約35万円を集めました。

カレッジだより
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新入生歓迎交流会

3学年合同の23期新入生歓迎交流会が5月24日

～31日の間、健康福祉、国際交流、生活環境、

美術工芸・音楽文化、園芸・食文化の順番でカ

レッジホール・学習室でそれぞれ実施されまし

た。アトラクションや写真撮影などで会場は大

いに盛り上がっていました。

第21回ボランティア活動報告会が 6月15日

(水）ボラセン傘下の28グループが参加して開催

されました。カレッジホールではボランティア

センターの役割・組織各グループ活動紹介が行

われました。グループわ からも本部活動・部会

活動・区会活動などの紹介をパワーポイントで

行ないました。続いてパフォーマンスによるグ

ループ紹介が人形劇をトップに混声合唱まで12

グループが日頃の技を披露し、多くの拍手を受

けていました。ふれあいホールでは作品展示と

販売が行われると共に、グループわ のパネル展

示も行ないました。和室ではKSC茶道部が、園芸

室ではケナフの会による紙漉き体験教室が開か

れました。

ボランティア活動報告会

熊本地震募金賛同者(2016年5月～6月30日)
総会募金箱6,230円 小畑浩昭 1万円 豊辺充也 1,500円

折り紙グループ悠々 14,040円 長井夏子 5千円 中央区会

11,500円 牧田譲 3千円 坂口勝 1,500円 井奥稔 3千円、

KSC詩吟OB会20,602円 混声合唱団コーロKSC 4万円 う

らしまたろう 1万円 茅中英一 2千円 長谷川洸士 3

千円 真崎光 1万円 阿部和子 1万円 江本和嘉子 1

万円 永野知己 5千円 KSC手話ソング同好会 30,800

円 楽遊クラブ銀雅 2万円 伊谷正弘、幸子 2千円

西村和子 5千円 熊小澤輝彦 3千円 大正琴プリム

ラ 5千円 森の仲間 14,218円 22期音文クラス 17,2

23円 柳川瀬淳一 3千円 水町亮治 1万円 KSC男声合

唱団 18,984円 増金スミ子 1万円 須磨竜が台地域グ

ループ 8,300円 堺汎 2千円 清水邦夫 1,500円 中井

文太郎、淳子 1万円 SCクラブ大正琴 1万円 野鳥と

自然観察会 5千円 山口昭則 3千円 中部周二 千円

清田慎二 1万円 藤井健次 3千円 板野武一 2千円

大垣広司 5千円 山口俊雄 3千円 中須賀毅 2千円

木田育義 2千円 飯川泰郎 5千円 米増享二 千円

横井正昭 千円 岡松剛 千円 道満俊徳 5千円 中野

昭久 5千円 （53件 391,397円）

サポート募金賛同者
（2015年7月1日～2016年4月1日分）

〈わ〉野鳥と自然観察会 5千円、2015年度音文交歓会

1600円、13期福クラス会 3008円、橋野美子3360円 松

井康有 500円 衣笠弘美 千円 鐘築重治 3千円、安

田夫市 1500円、堺汎 5千円 （9件 23,968円）

グループわ は、来年7月22日に設立20周年

を迎えます。昨年の12月より7名の理事で準備

委員会を立ち上げ、6月からは新理事5名を加

えて、9月の実行委員会発足に向けて、全体構

想等を検討しています。

9月からは運営委員会メンバーなど、新たな

メンバーも加えて、記念式典・記念イベント・

記念誌・作品展示・市民交流など、その詳細

について検討します。

２０周年記念事業実行委員会の発足に向けて


